
①地区の概要
【地区の現況】（令和６年１２月末現在）
２８自治会 ２，６９４世帯 人口 ５，４９５人 高齢化率 ３５.０％

【地区の魅力】

益田地区は、中世鎌倉時代から戦国時代まで益田氏の城下町と
して栄え、歴史・文化遺産の多い地区で「七尾城跡」「三宅御土居」
や名勝雪舟庭園２カ所を含めた１２の日本遺産構成文化財がある。

また、警察署や県合同庁舎などの公的機関があるほか、高等学
校が３校、高等看護学院がある文教地区でもあります。

【地区の課題】
●人口減少及び高齢化
●商店の減少
●自治会役員の担い手不足、伝統行事の後継者不足
●地区の歴史・文化に対する認識不足

島根県益田市益田地区

地域づくりのテーマ：『ひと・まち・歴史の鼓動を感じるまち』

④地域の魅力化に向けた取組

●歴史部会
歴史を学び、守り、伝える活動
歴史イベント、祭り、文化を若い世代に繋げる活動

●ふれあい部会
ふれあいの場の設定
福祉活動に関わる人の輪を広げる

●安心安全部会
自主防災を設立し、災害時の体制づくりを図る
各自治会における高齢者見守り活動を充実させ、促進する

【団体長メッセージ】

ますだ地域づくり協議会は、従来の歴史部会、安心安全部会、ふれあい部会の３部会を一本にまとめた
部会を新たに展開してまいります。益田地区の歴史や地域の皆様の思いを大切にし、次なる時代を担う
小・中学校の生徒が愛着を感じる「まち」となるよう、また、安心安全なまちづくりを目指しこれからも前に
進んで行く覚悟です。ご協力お願いいたします。

ますだ地域づくり協議会 会長 右田 明

③地区の人口シミュレーション
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②実施団体の概要
【団体の名称】 【団体の組織図】
ますだ地域づくり協議会（R01.09.01設立）
【役員・部会員選出団体等】
●益田地区自治会連合会
●益田地区社会福祉協議会
●益田地区民生児童委員協議会
●益田商店会
●益田小学校ＰＴＡ
●益田東中学校ＰＴＡ
●益田地区老人クラブ連合会
●益田地区つろうて子育て協議会
●生き生き益田の会
●消防団益田第１分団
●益田地区食生活改善推進協議会
●地区住民
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資料：島根県中山間地域研究センター「人口推計シート」



島根県益田市益田地区

〒698-0005
益田市本町３番１５号

ますだ地域づくり協議会（益田公民館内）
Ｔｅｌ．Ｆａｘ ２３－５７５２（益田公民館）
URL：https://www.masuda-tiikidukuri.com/

お問い合わせ先

年代別ワークショップ
「まちづくりプラン」改定にあたり、
年代別に集まってもらい、ワーク
ショップを行い各世代からの意見を基
にまちづくりビジョンを策定。年代が
違っても地域の大切にしたいものなど、
同じような想いを持っている事が知れ
た。

日本遺産スタンプラリー
令和３年度から地域自治組織と益田
東中学校が協働し開催してきたが、今
年度から益田東中学校が主催で開催。
本番の日に向けガイドの練習や当日の
景品やスタンプを押す順番など子供達
がそれぞれの係に分かれ、自分達で話
し合い作り上げた。

益小そうじプロジェクト
昨年まで益小プロジェクトとして益
田小学校６年生有志と一緒に活動して
きたが、今年度は益田小学校ＰＴＡが
行っている「シェアハピ」と協働し小
学校の清掃とその後のご褒美「おどい
鍋」をふるまう。大人も○十年ぶりの
小学校に入ってみてほしい。

⑤こんなことが話し合われています

⑥こんな地域づくりを行なっています

役員会

役員会は各部会の活動報告、
部会間の調整、最終的な意思
決定の場として機能している。
今年度は「まちづくりプラン」の
改定を行っている。

歴史部会

日本遺産の整備事業や活用
方法などについての検討、見直
し。
令和３年度から行っている「日
本遺産スタンプラリー」について
協議し、準備などを行う。

ふれあい部会

令和３年度から担当している
「益小プロジェクト」やホーム
ページの運用について話し合い
を行っている。

安心安全部会

自主防災組織設立の必要性
や災害時の体制づくりなど協議
している。


